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UDP コマンド ユーザーマニュアル　

対象機種 ET-FMP50

ET-FMP20
ET-SBFMP10



■UDPコマンド使用方法

●概要
メディアプロセッサー（以降は「FMP50シリーズ」とする）のTimeline機能によるメディアの再生操作を、UDP通信を用いたコマンドで行えます。
メディアの再生操作は、プレイリスト（※）単位で行います。
FMP50シリーズにはプレイリストを最大４つまで登録可能で、登録したプレイリストを切り替えてメディアの再生操作を行えます。
また、複数のFMP50シリーズによるメディアの同期再生も可能です。

※：プレイリストには個別のメディア（動画や静止画）を複数含めることができ、１つのメディアとして再生操作をおこなえます。
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●Visual Software Suite（VSS）を用いたプレイリストの作成および、FMP50シリーズへのプレイリスト送信

※：詳細はVisual Software Suite（VSS）のマニュアルを参照ください。

１．プレイリストの作成は下記のプレイリスト編集画面にて行います。
①プレイリストに登録するメディアの追加をする。
②プレイリストを作成する。
③①で追加したメディアを②で作成したプレイリストに登録する。

２．作成したプレイリストはオンラインプレビュー画面にてFMP50シリーズへの送信を行います。
①プレイリストを送るグループを追加する。
②プレイリストを送るメディアプロセッサーとして、FMP50シリーズの追加をする。
③プレイリスト編集で作成したプレイリストを追加する。
④③実施後にデータ転送のポップアップが出るので、「OK」をクリックしてFMP50シリーズへのプレイリスト送信をする。
⑤ポップアップが出ない場合は、「プレイリストを更新」をクリックすることにより④のポップアップが出る。（以降は④と同じ動作をおこなう）
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●WEB（FMP Series Control Window）にて、プレーヤー：Timelineの起動の手順

①WEBブラウザーにて、該当のFMP50シリーズのIPアドレスにアクセスする。
②左側メニューから「プレーヤー」→「設定」をクリックし、下記画面に遷移する。
③プレーヤー設定の「プレーヤー」から「Timeline」を選択する。
④「設定」ボタンをクリックする。
⑤数秒後、FMP50シリーズでプレーヤー「Timeline」が起動する。
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●WEB（FMP Series Control Window）にて、メディア同期再生をおこなうための手順

※：ここでは2台のメディアプロセッサーによるメディア同期再生のための設定について説明します。詳細はFMP50シリーズのマニュアルを参照ください。

・必ずセカンダリー側から設定する
①WEBブラウザーにて、セカンダリーにするFMP50シリーズのIPアドレスにアクセスする。
②左側メニューから「プレーヤー」→「設定」をクリックし、下記画面に遷移する。
③プレーヤー設定の「ドメイン番号」に任意の値（ここでは「111」）に、
　「プライマリー／セカンダリー」から「セカンダリー」を選択し、
　「デバイス数」に同期再生するFMP50シリーズの台数（ここでは「2」）を設定する。
④「設定」ボタンをクリックする。

⑤左側メニューから「システム」→「日付と時刻」をクリックし、下記画面に遷移する。
⑥日付と時刻の「同期プロトコル」から「SoftwareSync」を選択し、
　「プライマリー／セカンダリー」から「セカンダリー」を選択する。
⑦「設定」ボタンをクリックする。
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・プライマリー側
①WEBブラウザーにて、プライマリーにするFMP50シリーズのIPアドレスにアクセスする。
②左側メニューから「プレーヤー」→「設定」をクリックし、下記画面に遷移する。
③プレーヤー設定の「ドメイン番号」に任意の値（ここでは「111」）に、
　「プライマリー／セカンダリー」から「プライマリー」を選択し、
　「デバイス数」に同期再生するFMP50シリーズの台数（ここでは「2」）を設定する。
④「設定」ボタンをクリックする。

⑤左側メニューから「システム」→「日付と時刻」をクリックし、下記画面に遷移する。
⑥日付と時刻の「同期プロトコル」から「SoftwareSync」を選択し、
　「プライマリー／セカンダリー」から「プライマリー」を選択する。
⑦「設定」ボタンをクリックする。
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●UDPコマンド仕様

FMP50シリーズ側接続条件
・FMP50シリーズ側は以下のソケットで待ち受けしている。

IPアドレス：FMP50シリーズに設定したIPアドレス
待ち受けポート番号：56789
接続元アドレス：INADDR_ANY
最大送受信サイズ：1024byte

・その他条件
プレイリスト再生やプレイリスト再生のシークコマンドに指定するパラメータ：SyncTimeには
コマンド送信時の現在時刻より２秒以上の先の時間を指定してください。

操作系コマンド一覧 情報系コマンド一覧

GetSystemTime UDPコマンド実行側とFMP50シリーズ側の時間調整 GetPlaylistInfo プレイリスト情報の取得

Play プレイリスト再生 GetEachPlaylistInfo プレイリスト内のメディア情報の取得

Pause プレイリスト再生の停止 GetPlayingInfo プレイリスト再生状況の取得
指定した位置で再生停止する

Stop プレイリスト再生の停止
コマンド受信時点で再生停止する
（停止位置を指定しなくてよい）

Seek プレイリスト再生のシーク

Skip プレイリスト内のメディアスキップ

SelectPlayList プレイリスト選択

Loop プレイリストのループ設定

DisconnectReq モジュールの再起動

ResetPlaylist プレイリストの再読み込み

プレイリストの再生までの手順

①GetSystemTime（UDPコマンド実行側とFMP50シリーズ側の時間調整）を実行
②UDPコマンド実行側PCとFMP50シリーズ側の内部時計の時間差を求め、以降のUDPコマンドのパラメータ「再生開始同期時間」に加算すること。
③SelectPlayList（プレイリスト選択）を実行
④Loop（プレイリストのループ設定）を実行
⑤Play（プレイリスト再生）を実行

以降は、Pause、Stop、Seek、Skipのコマンドでプレイリストの再生停止等をおこなう。

プレイリストの再生状況の確認

①プレイリスト再生状態にする
②GetPlayingInfo（プレイリスト再生状況の取得）を任意のタイミングで実行
③GetPlayingInfo（プレイリスト再生状況の取得）のリターンのCurrentPosition（プレイリストの現在位置）の増加で
　プレイリストの再生状況を判断する

プレイリストの更新後のプレイリスト再読み込み

①Visual Software Suite（VSS）からFMP50シリーズ内のプレイリストの更新を実行
②DisconnectReq（モジュール再起動）または、ResetPlaylist（プレイリストの再読み込み）を実行
③GetPlaylistInfo（プレイリスト情報の取得）、GetEachPlaylistInfo（プレイリスト内のメディア情報の取得）を実行し、
　プレイリストが更新されたことを確認
④「プレイリストの再生までの手順」を実行

コマンド 説明 コマンド 説明



●UDPコマンドAPI一覧

UDPコマンド実行側とFMP50シリーズ側の時間調整

必須
〇
〇

必須
○
○
○

プレイリスト再生

必須
〇

現在時刻より２秒以上の先の時間を指定すること

〇

必須
○

リターン例
成功時
OK

失敗時
NG

※：NGは、以下の要因が考えられます。
　・プレイリスト指定がされていない
　・再生開始同期時間が過去を指している
　・プレイリストの再生位置がプレイリストの範囲外を指している

パラメータ名 内容 備考
OK/NG UDPコマンド実行結果

PlayPosition プレイリストの再生位置（先頭からの経過時間） ０で先頭から再生する

リクエスト例
Play SyncTime=1727684152203481&PlayPosition=0

※：UDPコマンドとパラメーターの区切り文字は「　」（スペース）で、パラメーター間の区切り文字は「＆」、パラメーターの値は「＝」の後になります
※２：プレイリストの再生位置を０以外にするとプレイリストの途中から再生開始することができる

リターン

Play UDPコマンド

SyncTime 〇
再生開始同期時間（Linux時間＋μ秒） Linux時間形式（小数点以下のμ秒を含む）を1000000倍した値

また、GetSystemTimeでの時間差も含めること

内容
FMP50シリーズに登録されているプレイリストにおいて、指定されたプレイリストの再生をおこなうためのコマンド。

リクエスト
パラメータ名 内容 備考

リターン例
成功時
OK CurrentTimeVss=1715237197598000&CurrentTimeFmp=1715237196004200

※：実行結果とパラメーターの区切り文字は「　」（スペース）で、パラメーター間の区切り文字は「＆」、パラメーターの値は「＝」の後になります
※２：1715237197598000＝2024/05/09 06:46:37.598000
　　　1715237196004200＝2024/05/09 06:46:36.004200

失敗時
なし

コマンド Play

CurrentTimeVss リクエスト時に設定されたUDPコマンド実行側時間
CurrentTimeFmp FMP50シリーズ側時間（Linux時間＋μ秒） Linux時間形式（小数点以下のμ秒を含む）を1000000倍した値

パラメーター名 内容 備考
OK UDPコマンド実行結果 本コマンドは「OK」のみ

リクエスト例
GetSystemTime CurrentTimeVss=1715237197598000

※：UDPコマンドとパラメーターの区切り文字は「　」（スペース）で、パラメーターの値は「＝」の後になります
※２：1715237197598000＝2024/05/09 06:46:37.598000

リターン

GetSystemTime UDPコマンド
CurrentTimeVss UDPコマンド実行側時間（Linux時間＋μ秒） Linux時間形式（小数点以下のμ秒を含む）を1000000倍した値

内容
UDPコマンド実行側PCとFMP50シリーズ側の内部時計の時間差を求めるためのコマンド。

なお、時間差はマイクロ秒単位で求め、この値を以降のUDPコマンドのパラメーター「再生開始同期時間」に加算すること。

リクエスト
パラメーター名 内容 備考

コマンド GetSystemTime



プレイリスト再生の停止

必須
〇
〇

必須
○

プレイリスト再生の停止

必須
〇

必須
○

失敗時
NG CurrentPosition=-1

※：NGは、以下の要因が考えられます。
　・プレイリスト再生していない
　・FMP50シリーズ内の再生停止処理中

リターン例
成功時
OK CurrentPosition=10000000

※：実行結果とパラメーターの区切り文字は「　」（スペース）で、パラメーターの値は「＝」の後になります
※２：10000000マイクロ秒＝10秒

CurrentPosition ○
プレイリストの停止位置（先頭からの経過時間） Linux時間形式（小数点以下のμ秒を含む）を1000000倍した値

この値をプレイリスト再生の再生位置に設定すると、
停止した位置からプレイリスト再生する

パラメータ名 内容 備考
OK/NG UDPコマンド実行結果

リクエスト例
Stop

リターン

Stop UDPコマンド

内容
コマンド受信時点での位置でプレイリストの再生停止をおこなうためのコマンド。
コマンド受信時点での映像を表示したまま停止します。

リクエスト
パラメータ名 内容 備考

リターン例
成功時
OK

失敗時
NG

※：NGは、以下の要因が考えられます。
　・プレイリストの停止位置がプレイリストの範囲外を指している

コマンド Stop

パラメータ名 内容 備考
OK/NG UDPコマンド実行結果

リクエスト例
Pause StopPosition=3800490

※：UDPコマンドとパラメーターの区切り文字は「　」（スペース）で、パラメーターの値は「＝」の後になります

リターン

Pause UDPコマンド
StopPosition プレイリストの停止位置（先頭からの経過時間） Linux時間形式（小数点以下のμ秒を含む）を1000000倍した値

内容
指定するプレイリストの停止位置でプレイリストの再生を停止をおこなうためのコマンド。
停止位置の映像を表示したまま停止します。

リクエスト
パラメータ名 内容 備考

コマンド Pause



プレイリスト再生のシーク

必須
〇

現在時刻より２秒以上の先の時間を指定すること

〇

必須
○

プレイリスト内のメディアスキップ

必須
〇

現在時刻より２秒以上の先の時間を指定すること

必須
○

リターン例
成功時
OK

失敗時
NG

※：NGは、以下の要因が考えられます。
　・プレイリスト再生されていない
　・再生開始同期時間が過去を指している

パラメータ名 内容 備考
OK/NG UDPコマンド実行結果

リクエスト例
Skip SyncTime=1727669330084099

※：UDPコマンドとパラメーターの区切り文字は「　」（スペース）で、パラメーターの値は「＝」の後になります

リターン

Skip UDPコマンド

SyncTime 〇
再生開始同期時間（Linux時間＋μ秒） Linux時間形式（小数点以下のμ秒を含む）を1000000倍した値

また、GetSystemTimeでの時間差も含めること

内容
プレイリスト再生中のメディアから次のメディアにスキップをおこなうためのコマンド。

なお、プレイリスト再生停止中の場合はスキップはおこなわれません。
また、プレイリストに登録されているメディアが1つしかない場合はスキップはおこなわれず、再生停止します。
（ループ設定ON時は先頭に戻ります）

リクエスト
パラメータ名 内容 備考

リターン例
成功時
OK

失敗時
NG

※：NGは、以下の要因が考えられます。
　・プレイリスト指定がされていない
　・再生開始同期時間が過去を指している
　・プレイリストの再生位置がプレイリストの範囲外を指している

コマンド Skip

パラメータ名 内容 備考
OK/NG UDPコマンド実行結果

PlayPosition プレイリストの再生位置（先頭からの経過時間） ０で先頭から再生する

リクエスト例
Seek SyncTime=1727669330084099&PlayPosition=0

※：UDPコマンドとパラメーターの区切り文字は「　」（スペース）で、パラメーター間の区切り文字は「＆」、パラメーターの値は「＝」の後になります
※２：プレイリストの再生位置を０以外にするとプレイリストの途中から再生または移動することができる

リターン

SyncTime 〇
再生開始同期時間（Linux時間＋μ秒） Linux時間形式（小数点以下のμ秒を含む）を1000000倍した値

また、GetSystemTimeでの時間差も含めること

リクエスト
パラメータ名 内容 備考
Seek UDPコマンド

コマンド Seek

内容
プレイリスト再生中に指定するプレイリストの再生位置からプレイリストの再生をおこなうためのコマンド。

なお、プレイリスト再生停止中の場合には指定するプレイリストの再生位置に移動するだけになります。



プレイリスト選択

必須
〇
〇

必須
○

プレイリストのループ設定

必須
〇
〇

必須
○

リターン例
成功時
OK

失敗時
なし

パラメータ名 内容 備考
OK UDPコマンド実行結果 本コマンドは「OK」のみ

リクエスト例
Loop EnableLoop=0

※：UDPコマンドとパラメーターの区切り文字は「　」（スペース）で、パラメーターの値は「＝」の後になります

リターン

Loop UDPコマンド
EnableLoop ループ設定（0:ループ無、1:ループ有） ループ無（終端で停止）、ループ有（再度先頭から再生）

内容
プレイリスト再生をプレイリスト内でループするかの選択をするためのコマンド。

リクエスト
パラメータ名 内容 備考

リターン例
成功時
OK

失敗時
NG

※：NGは、以下の要因が考えられます。
　・該当プレイリストがFMP50シリーズ内に存在していない

コマンド Loop

パラメータ名 内容 備考
OK/NG UDPコマンド実行結果

リクエスト例
SelectPlayList PlayListName=Playlist01

※：UDPコマンドとパラメーターの区切り文字は「　」（スペース）で、パラメーターの値は「＝」の後になります

リターン

SelectPlayList UDPコマンド
PlayListName 選択するプレイリスト名

内容
FMP50シリーズに登録されているプレイリストにおいて、再生するプレイリストを選択するためのコマンド。

リクエスト
パラメータ名 内容 備考

コマンド SelectPlayList



モジュールの再起動

必須
〇

必須
○

プレイリストの再読み込み

必須
〇

必須
○

リターン例
成功時
OK

失敗時
なし

パラメータ名 内容 備考
OK UDPコマンド実行結果 本コマンドは「OK」のみ

リクエスト例
ResetPlaylist

リターン

ResetPlaylist UDPコマンド

内容
FMP50シリーズ内で動作しているモジュールに取り込んだプレイリスト情報を更新するためのコマンド。

※本コマンドは「プレイリストの入れ替え」時におこなってください。
　また、プレイリスト再生中に本コマンドを実行した場合、プレイリスト再生の停止をする。以降はプレイリスト選択からおこなうこと。

リクエスト
パラメータ名 内容 備考

リターン例
成功時
OK

失敗時
なし

コマンド ResetPlaylist

パラメータ名 内容 備考
OK UDPコマンド実行結果 本コマンドは「OK」のみ

リクエスト例
DisconnectReq

リターン

DisconnectReq UDPコマンド

内容
FMP50シリーズ内で動作しているモジュールを再起動するためのコマンド。

※モジュール再起動は「プレイリストの入れ替え」時におこなってください。

リクエスト
パラメータ名 内容 備考

コマンド DisconnectReq



プレイリスト情報の取得

必須
〇

必須
○

プレイリスト内のメディア情報の取得

必須
〇
〇

必須
○
〇
〇

失敗時
NG Playlist=PLAYLIST1&Medianum=0

※：NGは、以下の要因が考えられます。
　・該当プレイリスト存在していない

DurationN Nつ目のメディアの再生時間 単位は「秒」

リターン例
成功時
OK Playlist=PLAYLIST1&Medianum=3&Media1=MEDIA1.mp4&Duration1=60&Media2=MEDIA2.mp4&Duration2=60&Media3=MEDIA3.jpg&Duration3=10

※：実行結果とパラメーターの区切り文字は「　」（スペース）で、パラメーター間の区切り文字は「＆」、パラメーターの値は「＝」の後になります
※２：上記例ではプレイリスト内にメディアが3つしか登録されていないので「Media3」、「Duration3」までしかない
※３：プレイリスト内に多数のメディアが登録されていると最大送受信サイズ：1024byteを超える場合があるが、その場合は1024byteまでを通知する

・・・ ・・・
MediaN Nつ目のメディア名

Media2 2つ目のメディア名
Duration2 2つ目のメディアの再生時間 単位は「秒」

Media1 1つ目のメディア名
Duration1 1つ目のメディアの再生時間 単位は「秒」

Playlist リクエスト時に設定されたプレイリスト名
Medianum プレイリストに含まれるメディアの数

パラメータ名 内容 備考
OK/NG UDPコマンド実行結果

リクエスト例
GetEachPlaylistInfo Playlist=Weekday

※：UDPコマンドとパラメーターの区切り文字は「　」（スペース）で、パラメーターの値は「＝」の後になります

リターン

GetEachPlaylistInfo UDPコマンド
Playlist メディア情報を取得するプレイリスト名 Visual Software Suite（VSS）で使用しているID部分は必要ない

内容
FMP50シリーズに登録されているプレイリスト内のメディア情報（メディア名、再生時間）を取得するためのコマンド。

リクエスト
パラメータ名 内容 備考

リターン例
成功時
OK Playlist1=Weekday&Playlist2=Weekend

※：実行結果とパラメーターの区切り文字は「　」（スペース）で、パラメーター間の区切り文字は「＆」、パラメーターの値は「＝」の後になります
※２：上記例ではプレイリストが2つしか登録されていないので「Playlist2」までしかない

OK Playlist1=Weekday--(761e4d70-d6c7-4abd-aed0-889288240ef1).list&Playlist2=Weekend--(ea51550d-627f-48da-9776-f5808c0aac23).list

※３：デバッグオプション指定時は上記のようにID部分を付けて通知する

失敗時
NG

※：NGは、以下の要因が考えられます。
　・プレイリストが１つも登録されていない

コマンド GetEachPlaylistInfo

Playlist3 プレイリスト名 NGまたは未登録時は設定しない
Playlist4 プレイリスト名 NGまたは未登録時は設定しない

Playlist1 プレイリスト名 NGまたは未登録時は設定しない
Playlist2 プレイリスト名 NGまたは未登録時は設定しない

パラメータ名 内容 備考
OK/NG UDPコマンド実行結果

リクエスト例
GetPlaylistInfo

GetPlaylistInfo -d

※：UDPコマンドとパラメーターの区切り文字は「　」（スペース）になります

リターン

GetPlaylistInfo UDPコマンド
-d デバッグオプション Visual Software Suite（VSS）で使用しているID部分を付けて通知する

内容
FMP50シリーズに登録されているプレイリスト名一覧を取得するためのコマンド。

リクエスト
パラメータ名 内容 備考

コマンド GetPlaylistInfo



プレイリスト再生状況の取得

必須
〇

必須
○
○
○
○

失敗時
NG Playlist=&CurrentPosition=&Loop=0

※：NGは、以下の要因が考えられます。
　・プレイリスト指定がされていない

リターン例
成功時
OK Playlist=Weekday&CurrentPosition=100000000&Loop=0

※：実行結果とパラメーターの区切り文字は「　」（スペース）で、パラメーター間の区切り文字は「＆」、パラメーターの値は「＝」の後になります

OK Playlist=PLAYLIST1&CurrentPosition=STOP&Loop=0

※２：プレイリスト再生停止時（Pause、Stop実行後）はプレイリストの現在位置を「STOP」で通知する

CurrentPosition プレイリストの現在位置 再生停止時は「STOP」それ以外のNGは空白
Loop ループ設定（0:ループ無、1:ループ有） ループ無（終端で停止）、ループ有（再度先頭から再生）

OK/NG UDPコマンド実行結果
Playlist プレイリスト名

リクエスト例
GetPlayingInfo

リターン
パラメータ名 内容 備考

リクエスト
パラメータ名 内容 備考
GetPlayingInfo UDPコマンド

コマンド GetPlayingInfo

内容
FMP50シリーズでプレイリスト再生されている状況（プレイリストの現在位置で判別）を取得するためのコマンド。



●サンプルコード（python）

import socket
import time

M_SIZE = 1024

# 実行条件
# 
# ・Pythonが実行できる環境であること
# ・FMP50シリーズとLAN接続されていること

# 実行前準備
# 
# 以下の項目を接続するFMP50シリーズに合わせて設定する
# 
# 該当FMP50シリーズのアドレスと接続先ポート番号（ポート番号は固定）
fmp_address = ('192.168.0.11', 56789)
# 
# 該当FMP50シリーズに設定したPLAYLISTで選択するPLAYLIST名
PLAYLIST = 'Playlist01'

# 実行方法
# 
# ①DOSプロンプトにて本ファイル（test_client.py)のあるフォルダに移動
# ②py test_client.py で実行
# ③実行したいコマンドの番号を入力
# ④本ファイル（test_client.py)のパラメータを変えたい場合は一度「9」で終了し、本ファイル編集後、
#   そのまま②から継続してください

# GetSystemTime
# CurrentTimeVisual Software Suite（VSS）は自動で設定します

GetSystemTime = 'GetSystemTime CurrentTimeVisual Software Suite（VSS）='

# SelectPlayList
# PLAYLIST名は実際に設定されている名称に変更してください
# FMP50シリーズの /mnt/sda1/PRIVATE/PANA_GRP/PAVC/DISPLAY/PLAYLIST/info/playlist にあります
# GetPlayingInfoでも確認可能です

SelectPlayList = 'SelectPlayList PlayListName='

# Loop
# 0：LOOPなし/1:LOOPあり

ENABLELOOP = '0'

Loop = 'Loop EnableLoop='

# Play
# SyncTimeは自動でdiff_time(FMP50シリーズ時間との差分)とmarge_time（FMP50シリーズの処理時間猶予）を加算した値を設定します
# Stopコマンド後の再生再開時にはPLAY_POSITIONにStopコマンドの応答フレームに停止位置を設定する

Play1 = 'Play SyncTime='
Play2 = '&PlayPosition=0'
Play3 = '&PlayPosition='

diff_time = 0
marge_time = 2000000
PLAY_POSITION = 0

# Pause
# StopPositionは0(プレイリストの先頭)を設定します
# FMP50シリーズで再生中の位置が分からないため、決め打ちにしています

Pause = 'Pause StopPosition=15000000' # 固定用
Pause2 = 'Pause StopPosition='        # 疑似可変用
pause_position = 0

# Seek
# PlayPositionは0(プレイリストの先頭)を設定します
# SyncTimeは自動でdiff_time(FMP50シリーズ時間との差分)とmarge_time（FMP50シリーズの処理時間猶予）を加算した値を設定します

Seek1 = 'Seek SyncTime='
Seek2 = '&PlayPosition='
seek_position = 0



# Skip
# SyncTimeは自動でdiff_time(FMP50シリーズ時間との差分)とmarge_time（FMP50シリーズの処理時間猶予）を加算した値を設定します

Skip = 'Skip SyncTime='

# DisconnectReq
# FMP50シリーズとの接続を一旦切断する。FMP50シリーズ側は接続を切断するとtimelineの再起動をおこなう
# timelineの再起動をおこなうことで、プレイリストの再読み込みをおこなう
# （プレイリストを送信しただけではtimelineに情報が取り込めないので、timelineの再起動でプレイリストを取り込むようにする）

DisconnectReq = 'DisconnectReq'

# Stop（追加コマンド）
# PauseではFMP50シリーズで再生中の位置が分からないため、このコマンドはコマンド受信時の位置で停止する
# また、応答フレームに停止位置を通知する（再生再開時に使用する）

Stop = 'Stop'

# 情報取得系コマンド
GetPlayingInfo = 'GetPlayingInfo'
GetPlaylistInfo = 'GetPlaylistInfo'
GetEachPlaylistInfo = 'GetEachPlaylistInfo Playlist='
ResetPlaylist = 'ResetPlaylist'

sock = socket.socket(socket.AF_INET, socket.SOCK_DGRAM)

while True:
    try:
        print('')
        print('Input any Number')
        print('')
        print('1:GetSystemTime')
        print('2:SelectPlayList')
        print('3:Loop')
        print('4:Play')
        print('5:Pause')
        print('6:Stop')
        print('7:Seek')
        print('8:Skip')
        print('9:DisconnectReq - timeline restart -')
        print('0:Exit')
        print('')
        print('a:GetPlaylistInfo')
        print('b:GetPlayingInfo')
        print('c:GetEachPlaylistInfo')
        print('d:ResetPlaylist')
        print('')
        message = input()
        if message == 'end':
            print('closing socket')
            sock.close()
            print('done')
            break

        else:
            if message == '1':
                start_u = int(time.time() * 1000000)

                print("send : " + GetSystemTime + str(start_u))
                send_data = GetSystemTime + str(start_u)
                send_len = sock.sendto(send_data.encode('utf-8'), fmp_address)
                
            elif message == '2':
                print("send : " + SelectPlayList + PLAYLIST)
                send_data = SelectPlayList + PLAYLIST
                send_len = sock.sendto(send_data.encode('utf-8'), fmp_address)
                
            elif message == '3':
                print('')
                print('Input any Number')
                print('')
                print('1:Loop disable')
                print('2:Loop enable')
                print('')
                selectnum = input()
                if selectnum == '1':
                    ENABLELOOP = '0'
                elif selectnum == '2':
                    ENABLELOOP = '1'
                else :
                    continue

                print("send : " + Loop + ENABLELOOP)
                send_data = Loop + ENABLELOOP
                send_len = sock.sendto(send_data.encode('utf-8'), fmp_address)
                



            elif message == '4':
                print('')
                print('Input any Number')
                print('')
                print('1:Play from start position')
                print('2:Play from stop position')
                print('')
                selectnum = input()

                if selectnum == '1':
                    PLAY_POSITION = 0
                elif selectnum == '2':
                    PLAY_POSITION = PLAY_POSITION
                else :
                    continue

                start_u = int((time.time() * 1000000) + marge_time - diff_time)

                print("send : " + Play1 + str(start_u) + Play3 + str(PLAY_POSITION))
                send_data = Play1 + str(start_u) + Play3 + str(PLAY_POSITION)
                send_len = sock.sendto(send_data.encode('utf-8'), fmp_address)
                play_start_time = start_u + diff_time

            # 既存のPauseコマンドはPause位置を指定する必要がある(現状は187行目のPlay開始時間からの経過時間を無理やりPause位置にしている)
            elif message == '5':
                pause_position = int(((time.time() * 1000000) - play_start_time) + PLAY_POSITION)

                print("send : " + Pause2 + str(pause_position))
                send_data = Pause2 + str(pause_position)
                send_len = sock.sendto(send_data.encode('utf-8'), fmp_address)
                PLAY_POSITION = pause_position

            elif message == '6':
                print("send : " + Stop)
                send_data = Stop
                send_len = sock.sendto(send_data.encode('utf-8'), fmp_address)

            elif message == '7':
                print('')
                print('Input Seek position(0～[us])')
                print('')
                selectnum = input()
                seek_position = int(selectnum)

                start_u = int(time.time() * 1000000 + marge_time - diff_time)

                print("send : " + Seek1 + str(start_u) + Seek2 + str(seek_position))
                send_data = Seek1 + str(start_u) + Seek2 + str(seek_position)
                send_len = sock.sendto(send_data.encode('utf-8'), fmp_address)
                
            elif message == '8':
                start_u = int(time.time() * 1000000 + marge_time - diff_time)

                print("send : " + Skip + str(start_u))
                send_data = Skip + str(start_u)
                send_len = sock.sendto(send_data.encode('utf-8'), fmp_address)
                PLAY_POSITION = 0
                
            elif message == '9':
                print("send : " + DisconnectReq)
                send_data = DisconnectReq
                send_len = sock.sendto(send_data.encode('utf-8'), fmp_address)
                
            elif message == '0':
                print('closing socket')
                sock.close()
                print('done')
                break

            elif message == 'a':
                print("send : " + GetPlaylistInfo)
                send_data = GetPlaylistInfo
                send_len = sock.sendto(send_data.encode('utf-8'), fmp_address)

            elif message == 'b':
                print("send : " + GetPlayingInfo)
                send_data = GetPlayingInfo
                send_len = sock.sendto(send_data.encode('utf-8'), fmp_address)



            elif message == 'c':
                print('')
                print('Input Playlist name')
                print('')
                selectpl = input()

                print("send : " + GetEachPlaylistInfo + str(selectpl))
                send_data = GetEachPlaylistInfo + str(selectpl)
                send_len = sock.sendto(send_data.encode('utf-8'), fmp_address)

            # ResetPlaylistしなくても、DisconnectReqで代用できる
            elif message == 'd':
                print("send : " + ResetPlaylist)
                send_data = ResetPlaylist
                send_len = sock.sendto(send_data.encode('utf-8'), fmp_address)

            else:
                continue

            rx_meesage, addr = sock.recvfrom(M_SIZE)
            print(f"recive: {rx_meesage.decode(encoding='utf-8')}")

            if message == '1':
                fmp_kekka = rx_meesage.decode(encoding='utf-8')[0:2]
                if fmp_kekka == 'OK':
                    fmp_time = rx_meesage.decode(encoding='utf-8')[-17:-1]

                    diff_time = int(start_u) - int(fmp_time)
                    print("diff_time : " + str(diff_time) + " us")
                else :
                    continue

            elif message == '6':
                fmp_kekka = rx_meesage.decode(encoding='utf-8')[0:2]
                if fmp_kekka == 'OK':
                    fmp_time = rx_meesage.decode(encoding='utf-8')[19:-1]

                    PLAY_POSITION = int(fmp_time)
                    print("PLAY_POSITION : " + str(PLAY_POSITION) + " us")
                else :
                    continue

    except KeyboardInterrupt:
        print('closing socket')
        sock.close()
        print('done')
        break
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